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通告順 議席番号 議 員 名 ページ 

１ １４番 山 中 敏 正 2 

２ １９番 渡 邉 光 子 4 

３ ９番  近 本 あんな 6 

４ １０番 細 谷 文 人 7 

５ １番  仲 又 清 美 9 

６ １３番 浦 田   充 10 

７ ４番 砂 川 和 也 12 

８ ２番 渡 邉 広 美 14 

９ ３番 渡 辺 ま や 16 

１０ １８番  江 森 誠 一 18 

１１ １１番 糸 井 政 樹 20 

１２ ５番 北 村 あやこ 22 

１３ ７番 榊   萌 美 23 

１４ １６番 佐 藤   洋 25 

１５ ８番 須 山 陽一朗 26 
 

 

質問方法は全議員とも複合式 

※ 複合式とは、１回目の質問及び答弁はまとめて行うが、２回目以降は 

１項目ごとに一問一答で行う。質問時間は答弁も含め１時間以内とする。 

（質問回数の制限なし） 
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１４番 山中 敏正 

 

１．目指すべき将来の農地利用を明確化した地域計画について 

(１) 地域計画の取組について 

① 地域計画策定までの取組と目標地図について、伺います。(資料

にて説明願います) 

② 策定に向けた区域設定と地区別の計画について、伺います。 

③ １０年後の農地利用についての農業者の意向確認について、伺い

ます。 

 (２) 本市における農業の将来の在り方について 

① 地域計画の区域の状況について、伺います。 

② 地域農業の現状と課題について、伺います。 

③ 地域における農業の将来の在り方について、伺います。 

(３) 地域計画を実現するための取組について 

① 農地利用の集積率と農地中間管理機構の活用状況について、伺い

ます。(計画前・後を資料にて説明願います) 

② 国の補助金と支援事業について、伺います。 

③ 本市における職員体制と農地相談員の活用について、伺います。 

 

２．下水道事業のウォーターＰＰＰについて 

(１) 下水道施設の現状について 

① 下水道管路について、伺います。 

② 汚水中継ポンプ場について、伺います。 

③ 過去５年間の収支状況について、伺います。(資料にて説明願い

ます) 

④ ストックマネジメントにおける調査結果について、伺います。 

(２) ウォーターＰＰＰについて 

① 公共施設等運営事業について、伺います。 

② 導入の背景と目的について、伺います。 

③ 事業者の役割と内容について、伺います。 

④ メリット・デメリットについて、伺います。 

(３) 導入に向けた取組について 

① 国の動向について、伺います。 

② 導入可能性調査の内容と結果について、伺います。 

③ 導入した場合の費用対効果について、伺います。 
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３．地域における水路敷の除草作業について 

(１) 水路敷除草の現状について 

① 除草作業の目的について、伺います。 

② 委託先とその内訳について、伺います。(資料にて説明願います) 

③ 市へ返還された場所と理由について、伺います。(資料にて説明

願います) 

(２) 除草作業における課題について 

① 作業における課題について、伺います。 

② 作業の安全性とけがによる補償について、伺います。 

③ 費用負担について、伺います。 

(３) 水路敷除草の今後の方向性について 

① 自治会から寄せられている声にはどのようなものがあるのか、伺

います。 

② 今後の対応について、伺います。 

③ 専門業者への委託について、伺います。 
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１９番 渡邉 光子 

 

１．入学準備金貸付について 

(１)  貸付と返済状況を伺います。（書面請求） 

(２) 返済遅延金について保証人・連帯保証人に請求した事例を伺います。 

 

２．下日出谷のグリーンガーデンの公園等について 

昨年の当公園の東南の歩道に面した角地に一辺が１．５メートルほどの三

角形の地型をした土地があり、昨年、この三角地の公道側は、まばらではあ

るが私の膝丈ほどの植木と東側の傾斜地は私の背丈以上の高さの植木で囲ま

れており、中心部は私の背丈よりも高く雑草が伸び茂っていました。都市整

備部長を含み、私と同行して現場に出向き確認した上での昨年９月議会一般

質問での「東南の角地は、見通しの妨げとなっている植木は、議員の指摘を

受けて速やかに剪定、伐採、抜根等を行い、遊んでいる子供の姿が周りから

確認できるよう対応したところ」と都市整備部長は答弁している。今年の２

月３日現在の現場は私の膝丈を超すほどの植木で囲まれており、三角地の中

心部は昨年同様に私の背丈より高い雑草が伸びており、三角地の中心部の様

子は高く伸びた雑草しか確認できません。そこで伺います。 

(１) 現在は昨年の９月議会の答弁とは違う現状がある。児童公園内の児

童の安心安全の確保という観点からこのような三角地があってはいけ

ない。現在の状態の説明を伺います。 

 (２) グリーンガーデンの南側の傾斜のゆきやなぎの木に対して昨年の９

月議会で「私も確認して、まずは上のほうの剪定をして見通しをよく

した形で、今後は根を抜いて防草シート等を対応するような方向で今

検討しています」と昨年の９月議会で都市整備部長は答弁したが、整

備は進んでいるのか伺います。 

 

３．泉２丁目３６４－９ 川田谷泉線の残地の公売について 

令和６年１２月議会で「土地の公売については、土地の利用の予定がない

場合は公売することもできるものと考えています。」と都市整備部長は答弁

しています。市民からの訴え等で「桶川市には財源がない」などと職員から

よく耳にします。空き地にしていても雑草が生えるだけ、足りない財源を生

むために積極的に民間に払い下げすることを伺います。 
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４．自転車道の整備について 

来る４月から一つ挙げますが、基本的に自転車の自転車道での運転が義務

付けられます。違反をすると罰金等が科せられます。桶川市内の自転車道の

ある公道でよく見受けるのが、歩道にある低木や雑草が自転車道を覆い自転

車の通行を妨げています。そこで伺います。 

(１) 歩道等にある低木や草の繁茂により、自転車道の前方はさえぎられ

自転車が車道へ飛び出し、事故に遭うということも想像できます。桶

川市にも損害賠償の責任を問われるのではと思い、桶川市の責任を伺

います。 

 (２) これまでは歩道の低木や雑草が自転車道へ飛び出している光景が多

く見受けられました。これからは自転車道への歩道の低木や雑草の飛

び出しについては一層の除去が必要です。加えて秋には落ち葉が自転

車道を埋めます。道路河川課だけでなく職員一丸となり自転車道の安

心安全に努めなければ、自転車の安心安全走行は確保できないと思い

ます。予算がないなどとは言っておられません。桶川市の自転車道の

整備を伺います。 
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９番 近本 あんな 

 

１．守りの防災から、攻めの防災へ 

(１) 市の行った防災訓練の評価 

① 防災訓練の内容への評価、課題、次期の訓練計画への反映内容は

どのようなものか。(桶川市防災計画、第３節、第２「市の行う防

災訓練」より) 

② 団体に所属していない市民の参加率は、どの程度だったか。 

(２) 福祉避難所との連携 

① 民間の福祉避難所との協議を提案した。（２０２５年３月議会）

協議で話し合われた内容と、そこから変わったことは何か。 

 (３) 災害対策基本法の改正（２０２５年７月）で重要視される「福祉サ

ービスの提供」 

① 法改正を受けて、本市で検討している施策はどういったものがあ

るのか。 

 

２．救える命に投資を。予防接種事業のさらなる拡充 

(１) 予防接種の対象者を広げる 

① ２０２５年１１月から現在において、インフルエンザ等の感染症

で、学級閉鎖になった学級数と学年を伺う。 

 (２) お金を理由に、予防接種を受けられない人をつくらない 

① 市独自の、予防接種の助成金メニューと、そのメニューにしてい

る理由を伺う。 

 (３) 積極的な接種勧奨で、市民の命と健康を守る 

① 今年度実施した、予防接種の接種勧奨の時期と回数、その効果を

伺う。 

 

３．発達特性が、社会生活での「困り事」にならないように。児童発達支援に

目を向ける 

(１) 早期発見で親子の孤独・孤立を防ぐ 

① 支援の必要性の発見方法は、どんなものがあるのか。 

 (２) 支援とつながる 

① 受給者証を取得するときの、時間的・心理的ハードルは何だと考

えているか。 
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１０番 細谷 文人 

 

１．災害対策について 

(１) 発生時の対策について 

① 指定緊急避難場所・指定避難所、指定福祉避難所、一時滞在施設

（以下、「避難場所・避難所等」）について、その総数、所在地、

収容可能人員。（地震と風水害の場合別） 

② 「避難場所・避難所等」の耐震の有無。 

③ 「避難場所・避難所等」について、浸水の恐れはないか。また、

家屋倒壊等氾濫想定区域にはないか。 

④ 現時点での食料の備蓄量（延べ人数）とその保管場所。 

⑤ 「避難場所・避難所等」に設置されているトイレと非常用に用意

されているトイレの総数、その種類別の内訳、保管場所。 

⑥ 災害対策本部の責任者はだれか。また、職務代行者はだれか。 

⑦ 「避難場所・避難所等」の立ち上げ体制はどのように定めている

か。（「避難場所・避難所等」への対応要員の配置、「避難場所・

避難所等」の立ち上げの手順、住民の受け入れ手順など） 

⑧ 災害が、職員が通常いない夜間や休日に発生した場合や「避難場

所・避難所等」に利用者や生徒が在校する時間帯に発生した場合の

対応はどうするのか。 

⑨ 外国人住民にはどのようにして避難方法を伝達しているか。 

⑩ 災害時の、各拠点（災害対策本部・各「避難場所・避難所等」）

間の指示・報告体制及び国・県・自衛隊・警察・消防・近隣市、電

気・ガス・水道との情報共有はどのようにして行うのか。 

 

２．駅周辺の環境整備について 

(１) 桶川駅西口周辺の美化について 

① 駅西口駅前広場と駅自由通路およびペデストリアンデッキの清掃

の委託先はどこか。 

② その清掃の委託料はいくらか。 

③ その積算根拠は何か。（清掃回数と清掃時間はどのように定める

のか） 

(２) 桶川駅東口周辺の交通事故について 

① 一番街から子育て支援センターや桶川駅東口自転車駐車場に至る

までの、南北横断の一方通行の道路（市道４０６２号線）の交通事
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故の発生件数は年間で何件か。 

② どのような安全対策が取られているのか。 

③ 桶川駅東口駅前広場の整備が完了した後の、当該道路の道路交通

はどのようになることを想定しているのか。 
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１番 仲又 清美 

 

１．高次脳機能障害者（児）への支援について 

(１) 令和８年４月１日「高次脳機能障害者支援法」の施行について 

① 令和７年１２月１６日に議員立法による「高次脳機能障害者支援

法」が成立した。その経緯について伺う。（以下、支援法と言う） 

② 支援法の概要について伺う。 

(２) 高次脳機能障害者（児）への支援の現況と方向性について 

① 本市の高次脳機能障害についての認知度を伺う。 

② 高次脳機能障害者（児）の現況（対象者の人数）について伺う。 

③ これまでの高次脳機能障害者（児）、家族、支援団体からの要望

と課題について伺う。 

④ 支援法が施行されることにより、本市の高次脳機能障害者（児）

支援について拡充されることがあるのか伺う。 

⑤ 高次脳機能障害者（児）、家族、支援団体、又、市民への理解が

得られるよう、どのような周知を行うのか伺う。 

 

２．ダンス（ジャンルを問わず）を活かした新たなまちづくりについて 

(１) ダンスを活かしたスポーツ振興の現況について 

① 教育施設（幼・小・中）の現況について伺う。 

② 世代間交流の現況について伺う。 

③ 民間団体の現況について伺う。 

(２) ダンスを活かした本市の新たな魅力発信や文化交流について 

① 本市のダンス（ジャンルを問わず）人口の推移について伺う。 

② ダンスイベント開催など、本市の新たな魅力発信や文化交流の現

況について伺う。 

③ ダンスを活かした本市の新たな魅力発信や文化交流の醸成を目指

し、民間団体と連携したダンスイベントの開催の方向性について伺

う。 
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１３番 浦田 充 

 

１．学校・教育のバリアフリー化について 

(１) 学校のバリアフリー化について 

① エレベーター設置について 

 ア．障害やけがなどにより階段の昇降が困難な児童生徒への対応状

況を伺う。 

 イ．設置が実現していない理由を伺う。 

 ウ．今後、エレベーター設置の考えはあるのか伺う。 

② 避難所として活用する場合のバリアフリーの課題を伺う。 

(２) ソフト面の対応について 

① 過去５年の特別支援学校の児童生徒の支援籍学習の利用実績（内

容、頻度など詳細）を伺う。 

② 市内小中学校と特別支援学校の児童生徒の学習用端末を活用した

交流などは行っているか。 

③ 今後、５歳児健診を実施する場合に、それをインクルーシブ教育

にどのように繋げるのか伺う。 

 

２．強風対策について 

(１) ビル風対策について 

① 駅西口周辺のビル風の現状を伺う。 

② 強風の時に、駅西口公園前交差点で自転車が飛ばされそうになり、

通行できないとの声がある。そこで伺う。 

 ア．強風時に、最大風速はどの程度になるのか。 

 イ．風によるけがや事故などが発生していないか。 

 ウ．ビュータワーおけがわ周辺のビル風に関して、これまでどのよ

うな課題があり、どのような対策を行っているか。 

 エ．近年、気象の変化により、強風が吹くことが多いと感じるが、

さらなる対策が必要ではないか。 

 

３．障害者のスポーツ振興について 

(１) 障害者の市内公共施設の利用状況について 

① 公共施設ごとの過去５年の各年度におけるスポーツや運動を目的

とした障害者団体、障害者の利用者数、利用料収入を伺う。 

② 市内外の障害者、障害者団体の施設利用料減免について近隣自治



11 

 

体での現状を伺う。 

③ 利用料減免の拡充について本市の見解を伺う。 

(２) サンアリーナのバリアフリー状況について 

① バリアフリーの現状を伺う。 

② 障害者が多数集まる場合の課題は何か。 

③ 今後のバリアフリー化の計画はあるのか伺う。 

(３) 障害者スポーツについて 

① 過去１０年の本市における障害者スポーツに関するイベントの開

催状況を伺う。 
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４番 砂川 和也 

 

１．少子化の現状と対策について 

(１) 少子化の推移について 

① 出生数の推移からどのように分析しているのか伺います。 

② 婚姻件数の推移からどのように分析しているのか伺います。 

③ 転入・転出者数の推移からどのように分析しているのか伺います。 

(２) 少子化対策に向けて 

① これまで本市が実施してきた少子化対策とその効果検証について

伺います。 

② 今後の少子化対策の方向性について伺います。 

③ 「若い世代の転入促進策」について伺います。 

(３) 教育の質の向上による少子化対策について 

① プログラミング教育やＩＣＴ活用教育を高度化させ、専門的デジ

タル教育を特徴とする教育環境について見解を伺います。 

② グローバル人材教育に向けた外国語教育を導入・拡充する考えに

ついて見解を伺います。 

③ 外国人児童生徒への日本語指導・学習支援体制を強化することに

ついて見解を伺います。 

④ 地域展開を見据えた部活動環境の充実について見解を伺います。 

 

２．少子化対策と空き家対策について 

(１) 空き家調査の進捗について 

① 調査の手法と進捗状況について教えてください。 

② 調査から見えてきた空き家の特徴と調査結果の集計整理（築年数、

立地、所有者属性、利活用可能性など）を誰がどのように行うのか

伺います。 

(２) 調査結果について 

① 空き家の利活用が若い世代の転入促進に寄与する可能性について

伺います。 

② 調査後の分析と結果を基にした空き家対策と利活用の方針を伺い

ます。 

(３) 少子化対策に向けたＵターンなどの利活用について 

① 若い世代の住宅確保や定住促進に、空き家利活用を結びつける視

点について考えを伺います。 
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② 子育て世帯が求める住環境（保育・教育・交通・安全性）と空き

家活用をどう連動させる考えか伺います。 

 

３．市民満足度と少子化対策について 

(１) 市民調査について 

① Ｕターン希望者を中心とした若い世代のニーズを把握するための

調査や対話の場をどのように設けているか伺います。 

② ＳＮＳなどを活用した若い世代の声の収集方法について見解を伺

います。 

③ 調査結果を活用して市政に反映する仕組みについて検討もしくは、

実施していることはありますか。 

(２) 満足度を高めるために 

① 若い世代が「ここで子育てしたい」と思える環境づくりの重要性

について伺います。 

② 教育の質向上・空き家対策・市民満足度向上を、少子化対策とし

て総合的に推進する考えはありますか。 

③ 若い世代の帰郷・定住を促す視点を重視した少子化対策の枠組み

を構築する考えについて伺います。 
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２番 渡邉 広美 

 

１．児童生徒の健康診断について 

(１) 不登校、未受診の児童生徒の健康診断について 

① 不登校児童生徒の健康診断の現況、課題について伺います。 

② 未受診者の児童生徒の現況、課題について伺います。 

 (２)  不登校の児童生徒が受診しやすい環境づくりについて 

① 先番議員のご答弁に、学校の健診をお休みした児童生徒は学校医

で受診ができるようになっているとのことでしたが、かかりつけ医

へ拡大する方向性について伺います。 

 

２．教育現場における盗撮防止について 

(１) 学校内の点検体制の現状について 

① 点検頻度、点検方法、防犯カメラ設置などについて伺います。 

② 教職員の研修や児童生徒への啓発について伺います。 

(２) 県ガイドラインの市としての運用方針について 

① ガイドラインの市内学校への周知について伺います。 

② 点検の徹底方法について伺います。 

(３) 市としての支援体制について 

① 盗撮は目視点検には限界があり、市が盗撮カメラ探知機を整備し、

学校へ貸し出す制度の方向性について伺います。 

 

３．フードリボンプロジェクトの取組状況と今後の方向性について 

(１) フードリボンプロジェクトの現況と課題について 

① 締結から１年、現況について伺います。 

② 市民、事業者からの反応や評価について伺います。 

③ どのようなルートで支援が広がっているか伺います。 

④ 現場から上がっている課題について伺います。 

(２) 民間を活かした多世代の居場所について 

① 先進自治体で見られる「空き店舗」「包括連携協定を活かした居

場所運営」などの事例を踏まえ、本市で導入可能な支援策について

伺います。 

② 民間の柔軟性と行政の支援を組み合わせた協働モデルとして市が

場所を提供し、民間が運営する居場所の方向性について伺います。 
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４．ネーミングライツの導入について 

(１) ネーミングライツ導入の方向性について 

① 公共施設の維持管理費が増加する中、財源確保の手段としてネー

ミングライツが注目されています。本市として導入の方向性につい

て伺います。 

② 近隣や先進自治体の導入事例を踏まえ費用対効果について伺いま

す。 

③ ネーミングライツの対象施設について伺います。 

④ 導入する際のメリット、デメリットについて伺います。 
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３番 渡辺 まや 

 

１．宿泊施設を誘致した場合の経済効果について 

(１) 現況と可能性について 

① 現在の本市の宿泊施設数を伺います。 

② 桶川市に宿泊施設を誘致する場合の要件を伺います。 

③ 本市の、宿泊施設建設可能エリアを伺います。 

④ 令和８年１月から、さいたまスーパーアリーナの改修工事が始ま

り、完了後には再びライブやイベントが開催されます。また、上尾

市では、令和９年度に開設予定のスポーツ科学拠点施設の整備が進

められており、開設後は県内全域のスポーツ施設・大学等の中核拠

点として、国のハイパフォーマンススポーツセンター（ＨＰＳＣ）

とも連携をし、スポーツ総合拠点として賑わいの創出が期待されて

います。桶川市を含め、近隣市においても更なる宿泊需要の増加が

見込めるのではないかと考えますが、ビジネスホテル等の宿泊施設

誘致について、現在の市の検討状況を伺います。 

 (２) 経済効果の見込みについて 

① 本市に宿泊施設を誘致した場合の経済効果として、どのようなこ

とが期待できますか。 

 

２．産婦人科の誘致と妊婦検診「自己負担ゼロ」について 

(１) 令和８年度の方向性について 

① 本市の補助額１億円は、分娩・入院機能を備えた産科医療機関の

設立初期費用として十分と想定しているか伺います。 

② 不足する場合の追加支援や運営維持への公的支援の考えを伺いま

す。 

③ 国内における近年の産婦人科の状況を伺います。 

④ 募集を開始してからこれまでの実績と、取組を伺います。（資料

でお示し願います） 

⑤ これまでの過程を踏まえて、現在の課題を伺います。 

(２) 妊婦検診「自己負担ゼロ」の可能性について 

① 令和元年度から令和７年度まで、年度ごとの妊婦健診助成券の交

付数を伺います。 

② 妊婦健診助成券の項目ごとの費用・利用率、総額を伺います。

（資料でお示し願います） 
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③ 妊婦健診助成額の決定プロセスを伺います。 

 

３．高齢者の移動支援について 

(１) 現況について 

① 令和８年度は、次期「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」の策

定時期とも重なる重要な年度です。現在、担当部局において検討さ

れている高齢者の移動支援策について、具体的に予算化を検討して

いる取組を伺います。 

② 近隣市の取組状況を伺います。 

③ 路線バスのルート変更の影響により医療機関への交通手段を失っ

た方、免許返納後に買い物難民になってしまった方への対策、対応

を伺います。 

(２) 今後の計画について 

① 本市の人口推計に基づき、令和８年度から１０年間における高齢

者人口の推移を伺います。（資料でお示し願います） 

② デマンド交通や路線の再編など、大きな予算と時間を要する事業

も重要ですが、喫緊の課題に対し、個人のニーズに即応できる「電

動自転車」や「シニアカー」等の移動用具の購入費補助が即効性も

あり有効であると考えますが見解を伺います。 
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１８番 江森 誠一 

 

１．桶川市の教育行政の推進と課題について 

(１) 教職員の健康管理と働き方改革について 

  ① 小中学校における休職中の教職員数を伺う。 

  ② 年齢別での休職者数と休職理由を伺う。 

  ③ 中途退職した教職員数とその要因を伺う。 

  ④ 小中学校における復職教員数と年齢を伺う。 

  ⑤ 教職員の不祥事件数とその対策を伺う。 

  ⑥ テスト採点支援システムの詳細について伺う。 

(２) 小中学校における児童生徒数の推移について 

  ① 児童生徒数が減少傾向にある学校はどこと捉えているか、又、減

少対策として教育委員会のお考えを伺う。 

  ② 小学校における登下校時の遠距離通学の課題と対策を伺う。 

  ③ 少子化による児童数の減少が余儀なくされる中、各自治体でも小

学校の統合が議論されている。教育委員会として統合への基本的な

お考えと、今後の見通しを伺う。 

  ④ 中学校の自転車通学生徒数の現状（学校別）と登下校時の安全対

策について伺う。 

(３) 教育環境の整備充実について 

  ① 学校施設の環境整備、特に樹木管理はどのように実施しているか

伺う。 

  ② 学校応援団の活動の充実はどのように実施しているか伺う。 

 

２．桶川北本ＩＣ周辺東部地区土地区画整理事業について 

(１) 事業の進捗状況と課題について 

  ① 現在の事業内容と計画に基づく進捗度を伺う。 

  ② 令和８年度中の都市計画決定（事業認可）の見通しを伺う。 

  ③ アクセス道路の計画案の現状課題と今後の方向性を伺う。 

  ④ 埋蔵文化財調査における今後のスケジュールを伺う。又、事業全

体において想定される課題は何か伺う。 

 

３．愛宕東線整備事業について 

(１) 用地買収の現状と予算内容について 

  ① 令和７年度、買収予定の進捗状況と令和８年度の整備計画を伺う。 
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  ② 令和８年度の事業費が計画より減額となっているが、理由を伺う。 

  ③ 埋蔵文化財調査（高井遺跡）内容と調査期間を伺う。 

  ④ 西小学校の遊具等について、新設置場所や遊具の種類について学

校側と調整は行っているのか伺う。 

  ⑤ 愛宕東線拡幅整備による通学路の安全対策について伺う。 
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１１番 糸井 政樹 

 

１．桶川駅の利便性向上と東口開発について 

桶川駅東西に立つと、ひと昔前と比べると大きな発展が目に見えてわかり

ます。しかし利便性の向上や時代の流れにより、さらに前進を続けなければ

なりません。特に令和８年度当初予算でも盛られている駅東口開発推進事業

は、当市にとっても最重要な事業のひとつであると考えています。 

(１) 駅前広場実施地区の下水道等のインフラ整備についての進捗状況を

伺います。 

(２) 県道１３４号線「駅東口通り線」の整備と駅前広場整備はどのよう

な関連を持って行うのか伺います。 

(３) 駅前広場の目標完成時期について伺います。 

(４) 東口駅前広場のトイレ設置について市の考えを伺います。 

(５) ８年度予算には市たばこ税が約４億５，０００万計上されています

が、駅東西の喫煙コーナー（喫煙所）設置について市の考えを伺いま

す。 

(６) 羽田空港行きバスのコロナ禍以降の現状と今後、東口駅前広場の完

成後の当バスの発着所の移設はどう考えていますか。 

 

２．観光地域づくり法人（ＤＭＯ）と指定管理者制度における利用料金制度に

ついて 

観光地域づくり法人とは、地域の「稼ぐ力」を引出すとともに、地域への

誇りと愛着を醸成する地域経営の視点に立った観光地域づくりの司令塔とし

て、多様な関係者と協働しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づ

くりを実現するための戦略を策定し、着実に遂行する機能を備えた法人と定

義されています。また、利用料金制度とは指定管理者制度において利用者が

支払う利用料を地方自治体の収入ではなく、指定管理者の収入として直接受

け取らせる制度で、基本、市からの指定管理料は払わないシステムでありま

す。いずれも市の財政を圧迫することなく官民が切磋琢磨し、お互いがウィ

ン・ウィンを目指す手法であると言われております。 

(１) 当市の観光振興と交流人口増加に向けた考えと施策について改めて

考えを伺います。 

(２) このＤＭＯは①桶川市ならではの観光による魅力ある地域づくり、

②訪れる人・暮らす人が感動と幸せを実感する街づくり、③桶川市の

活力と市民の誇りを醸成する、と言った目標に向かって行動します。
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市の見解を伺います。 

(３) 今後の桶川市における事業について（南小跡地開発や旧分庁舎跡地

開発など）利用料金制度にマッチするものが出てくる可能性はありま

すか。 

 

３．圏央道高架下の有効利用について 

  (１) べにばな陸橋下の「西べに花陸橋高架下駐車場」は埼玉県道路公社

の設置と聞いているが、設置に至る経緯と、当初から市役所用での設

置であったのか、利用料金はいかほどなのか伺います。 

(２) 圏央道高架下の利用は可能なのか、可能なら利用目的には制限があ

るのか伺います。また、相手先はどこでしょうか。 

(３) 公園（スケートボードパークなど）・駐車場・店舗・防災拠点など

が望ましいが市の見解を伺います。 
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５番 北村 あやこ 

 

１．飛行学校平和祈念館について 

(１) 市長の責任は 

① 現段階（３月１６日）での全容解明と竣工図の修正、業者との協

力体制の報告を求める。 

② 前議会の答弁を含め、何度も調査や修正を求めた最終期限は、今

年度中だった。議会答弁が軽いのではないか、責任について伺う。 

 

２．仮設鴨川保育所の高いリース料について 

  反省はどう生かされたか。 

(１) 解体工事について 

① チェックした項目の報告と廃棄費用は幾らか。 

② リサイクルした項目は何で、費用、再利用の額を報告願いたい。 

(２) 見積額の適正さへの見解 

① 昨年３月議会で指摘した問題について、解体の段階での見解を伺

う。 

 

３．工事請負約款と規程について 

(１) 改正された内容 

① 前年４月から、どう変わったのか、規程の配布と説明を求める。 

 

４．教育委員会の姿勢 

(１) いじめ加害者への指導と対応 

① 今年度、現在までに発生したいじめ件数を伺う。 

② 解消の有無、加害者に対する指導の内容を一覧にした資料で説明

を求める。 

③ 東中のいじめ加害者に対する教育長の感想と、取り組んだことは

何か。 
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７番 榊 萌美 

 

１．公共施設の維持管理と財政見通しについて 

(１) 公共施設の維持管理に必要となる借入について 

① 一般会計の公共施設・インフラ整備に係る地方債について、過去

１０年の借入総額と令和７年度末の残高を伺います。 

② 今後１０年の元金償還額・利子支払額の見通しを伺います。 

 (２) 公共施設更新需要の見通しと財源方針について 

① 今後５年程度で見込まれる更新・改修・再配置に係る投資的経費

の規模感を市としてどのように把握しているか伺います。 

② 国県補助・地方債・基金・一般財源の内訳と基本的な役割につい

て伺います。 

③ 物価・人件費上昇を踏まえた見直しの頻度について伺います。 

(３) 公共施設等総合管理計画の位置付けと次期計画の改善点 

① 位置付けと目的を伺います。 

② 次期計画の策定にあたっての方向性について伺います。 

③ 新設・更新時に統合や複合化を検討する際の判断基準について伺

います。 

 

２．駅東口周辺地区のまちづくりについて 

(１) 事業の進捗について 

① 用地取得や道路整備などの進捗について伺います。 

② 今後課題となり得る点と、その場合の進め方について伺います。 

③ 交通動線の安全確保を、設計・運用からどのように進めるか伺い

ます。 

(２) 市民参加ワークショップ・商店街等アンケートの結果について 

① 実施したワークショップ及び商店街関係者アンケートについて、

概要と結果の共有方法を伺います。 

② 集まった意見の内容について伺います。 

③ 施設機能の検討に当たり、機能の優先順位や判断の視点をどのよ

うに整理していくか伺います。 

(３) 官民連携と財政影響の見える化 

① 事業手法を選ぶ際の判断軸について伺います。 

② 供用後の維持管理費や更新費も含め、市民に分かりやすい形で見

える化する時期と方法を伺います。 
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③ 「にぎわい」の効果を振り返るための指標（ＫＰＩ）を設定し、

検証する考えを伺います。 

 

３．空き家対策について 

(１) 空き家実態調査の進捗と成果の活用 

① 市内全域の実態調査の目的について伺います。 

② スケジュール、手法、体制などの実施状況を伺います。 

 (２) 空き家等対策計画の策定について 

① 空き家等対策計画の策定の目的について伺います。 

② 策定までのスケジュールを伺います。 

(３) 空き物件リストを活用した商業活性化について 

① 以前要望した「空き物件リスト」について、その後の進捗を伺い

ます。 

② 空き店舗に加え空き家も対象とした「空き物件リスト」として整

備し、公開する考えはあるか伺います。 

③ 掲載情報の範囲、更新頻度、問い合わせから内見・成約までの導

線をどのように設計するのか伺います。 
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１６番 佐藤 洋 

 

１．市職員の人事管理について 

(１) 職務職階制について。 

(２) 昨今の職員採用と退職者数の推移。退職の理由。（５年間の資料） 

(３) 時間外の推移は。（５年間の資料） 

(４) 管理職の役割とその実態。 

 

２．市たばこ税について 

(１) 市たばこ税の５年間の歳入実績について。 

(２) 健康増進法と市たばこ税の関連をどう考えるか。 

(３) 喫煙防止としての喫煙外来の現状は。 

(４) 喫煙所の設置について。 

 

３．市のシンボルべに花について 

(１) べに花生産組合の組合員の５年間の推移は。（資料） 

(２) べに花そのものの特長、効用をどの程度把握しているか。 

(３) べに花の郷おけがわはどの程度周知されているか。 

 

４．１００歳まで生きる健康増進対策について 

(１) 健康増進対策の市の施策は。 

(２) 志木市のウォーキングをどの程度把握されているか。 

 

５．桶川市の先人達の評価について シベリア抑留、廿楽軍次さん 

(１) シベリア抑留者の桶川市（桶川町・加納村・川田谷村）の数は把握

しているか。 

(２) 手記、記録など何か残っているか。 

(３) 廿楽軍次さんの足跡について。 
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８番 須山 陽一朗 

 

１．学校給食費改定に伴う食材の充実とオーガニック給食の推進について 

(１) 学校給食費改定に伴う今後の学校給食の在り方について 

① 今回の学校給食費改定に至った経緯と、その目的について伺いま

す。 

② 改定による増収分について、これまでの「実質的な月額費用（保

護者負担額と公費補填額）」と、改定後の新基準額との差額につい

て伺います。 

③ その差額について、物価高騰への対応と、給食の質の向上（食材

の充実等）にそれぞれどのように反映される見込みか、市の試算を

伺います。 

④ 市が考える「給食の質の向上」とは具体的にどのような状態を指

すのか、その定義と今後の方針について伺います。 

(２) オーガニック給食および地産地消の推進について 

① 市長公約である「オーガニック給食」の実現に向け、今年度設置

されたプロジェクトチーム（ＰＴ）での検討状況と進捗について伺

います。 

② 先進地視察等を通じて明らかになった、本市でオーガニック給食

や地産地消を進める上での課題は何か伺います。 

③ 現在の市内産農産物の利用率（地産地消率）の推移と、その増減

要因について市の認識を伺います。 

④ 昨今の気候変動や猛暑の影響を踏まえ、学校給食における主食

（米）の安定的な確保に向けた現状の課題認識について伺います。 

 

２．学習用端末の更新に伴う視力低下対策と「書く力」の育成について 

(１) 学習用端末の更新に向けた最終決定事項について 

① 令和８年３月の更新スケジュールに対し、現在の納品状況および

児童生徒への配布開始時期について伺います。 

② 今回の更新事業における最終的な総事業費、およびその財源内訳

について伺います。 

③ 総事業費のうち、端末本体の購入費と、セキュリティ対策や保守

運用に係る費用の内訳について伺います。 

④ 新たに導入される端末の機種選定理由と、現行機と比較したスペ

ック（性能）の主な変更点について伺います。 
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⑤ 安全な利用環境を確保するためのＭＤＭ（モバイルデバイス管理）

等の設定仕様について伺います。 

(２)  ＩＣＴ教育環境下における児童生徒の健康維持と実態把握について 

① １人１台端末の導入前と現在を比較し、本市児童生徒の視力はど

う推移しているか伺います。 

② 全国の視力低下の傾向と比較して、本市の状況にどのような特徴

が見られるか伺います。 

③ 端末の持ち帰りの有無が、児童生徒の生活リズムや睡眠時間に与

える影響について、市は調査を行っているか伺います。 

④ 家庭での利用ルールや健康管理について、学校現場では現在どの

ような指導を行っているか伺います。 

 (３) デジタル活用とアナログ（紙媒体）のバランスについて 

① 市内小中学校において、連絡帳のデジタル化を実施している学校

数はどの程度か伺います。 

② 連絡帳や学校からのお便り等において、紙媒体を継続している、

またはデジタルと併用している学校はあるか、その実態について伺

います。 

③ 発達段階における「手書き」の重要性を、教育委員会は現在どの

ように認識しているか伺います。 

④ 今後の教育活動において、デジタルとアナログのバランスをどの

ように図っていく方針か伺います。 

 


